
かって画一だった自動車保険料は，規制緩和のせいで，
今や，条件により各社まちまちになってきた．したがっ
て，一番有利な保険を選ぶのは，なかなか大変だが，イ
ンターネットを使えば，簡単に比較ができるようになり
つつある．それは，ひとつのホームページを通して，
10社程度の保険会社から，いっぺんに見積もりをとるこ
とが可能になってきているからである．そうしたホームペ
ージの例としては，次のようなところがある．

www.bang.co.jp/auto-asc/
www.e-sekai.co.jp/
www.bigbang.ms-inet.com/

bang.co.jpの場合， -1の「Bang！からのアドバイス」
という項目も参考になるが，「一発見積り依頼」をすれば，
後日，数社から見積書が郵送されてくるようになってい
る．このとき図のホームページで入力する必要のあるの
は， -1のような項目である．

-2は，こうして入手したものに，図にはなくて，別
に電話で請求した分も含めて，数社から送られてきた年
額保険料の見積もりを示す．この例では，対象の車はド
イツ車だが，古いので，車両保険はつけていない（つける
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とかなり高くなる）．それはともかく驚くのは，会社によ
ってかなりの開きがあることである．もちろん保険は，単
に値段だけでなく，事故が起きたときにどんなサービス
が受けられるかも問題だが，こうした比較がすぐできる
のが，インターネットのすごいところである．これで，消
費者が賢くなると，損保各社もうかうかはしていられ
ない．
ところで，こうした見積もりだが，大部分の会社では，
ユーザが入力した情報を元に，人手を介してやっている
感じがする．この点でさすがという感じなのは，この
10月に新規参入したS社である．S社のホームページで
表-1のようなデータを入れると，直ちに（自動的に）見
積もりが出てくるようになっている．ユーザとしては，郵
送でなく，その場で見積もりがすぐ比較できる方がいい
から，次の競争は，こうした見積書の素早い自動作成に
移るに違いない．せっかく，店舗なし，営業マンなしで，
24時間の営業ができるようになったのだから，人手で見
積もったのでは，システムが泣くだろう．
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